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生きてはたらく言語能力を高める
国語科学習

～楽しくて、力がつく言語活動の工夫～

中学年実践発表 （書くこと）



○場面の様子や登場人物の行動など，叙述を基にして文章の
大体の内容を捉え，想像することができる。
○目的に応じて，中心となる語や文を捉え，事実と意見の関係を
考えながら読むことができる。
●自分の考えや学んだことを活用して書く力が弱い。

■ 児童の実態

主体的に思いや考えを表現できる子を

育てる国語科指導

■ 研究テーマ



■ 仮説

「単元の出口の言語活動を見通し，「付けたい力」を明確にした
魅力ある言語活動を位置付け，主体的・対話的な学びを生み出
す学習過程や学習活動を工夫すれば，言葉による見方・考え方を
働かせ，自分の思いや考えを適切に表現できる子が育つであろう。

（１）単元について
①単元で付けたい力に即した言語活動の工夫

（２）単位時間の学習過程について
②本時の付けたい力に迫るための有効な指導方法，
指導・援助の工夫

■ 研究内容



■ 実践１ ３年
・れいの書かれ方に気を付けて読み、 それをいかして書こう

「すがたをかえる大豆」

・科学読み物での調べ方

「食べ物のひみつ教えます」

■ 実践２ 4年
・中心となる語や文を見つけて要約し、調べたことを書こう

「世界にほこる和紙」
「伝統工芸のよさを伝えよう」



研究内容（１）単元について ①単元で付けたい力に即した言語活動の工夫

魅力ある言語活動の位置付け

■ 実践１ ３年

「日吉の大豆のよさを分かりやすく２年生に説明しよう」



研究内容（１）単元について ①単元で付けたい力に即した言語活動の工夫

書く力を身に付けさせるための言語活動

■ 実践１ ３年

自分の考えに合った
例の順序を考える

2年生に 説明

指導事項 Ｂ（１）ウ

自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し方を工夫すること



研究内容（２）単位時間の学習過程について
②本時の付けたい力に迫るための有効な指導方法，指導・援助の工夫

■ 実践１ ３年

教師がモデルを提示
↓

例の順序とその理由

出口がイメージできる必然のある導入

学習課題

自分の考えにあった例の順番を考えよう。



研究内容（２）単位時間の学習過程について

②本時の付けたい力に迫るための有効な指導方法，指導・援助の工夫

ICTの有効的な活用

■ 実践１ ３年

個人追究 交流



研究内容（１）単元について ①単元で付けたい力に即した言語活動の工夫

■ 実践２ ４年

「美濃和紙について小学生に分かるリーフレットを作ろう」

魅力ある言語活動の位置付け



研究内容（１）単元について ①単元で付けたい力に即した言語活動の工夫

■ 実践２ ４年

リーフレットの作成

書く力を身に付けさせるための言語活動
指導事項Ｃ（１）ウ

目的を意識して，中心となる語や文を見つけて要約すること



研究内容（２）単位時間の学習過程について

②本時の付けたい力に迫るための有効な指導方法，指導・援助の工夫

■ 実践２ ４年

出口がイメージできる必然のある導入

「中心となる語や文，筆者の考え，

必要な段落」を確認
↓

見通しをもたせる



研究内容（２）単位時間の学習過程について

②本時の付けたい力に迫るための有効な指導方法，指導・援助の工夫

■ 実践２ ４年

タブレットを活用して要約を書く

ICTの有効的な活用 要約するときのポイント



■ 成果と課題
（１）単元について ①単元で付けたい力に即した言語活動の工夫

○児童の実態を把握し，「付けたい力」を明確にした魅力

ある言語活動を位置付けることができた。
○目的意識，相手意識，方法意識を明確にしたことにより,

主体的に学習（異学年との学び合いや、瑞浪市や他市に発信）

することができた。

○他教科の学びを活用したり，関連付けたりしたことにより,

学びが深まった。
●他教科との関連や、付けたい資質・能力から、より適切な

言語活動を模索していく必要がある。



■ 成果と課題

〇導入で単元出口の作品モデルを提示することで、 見通しをもた

せることができた。

〇学習ポイントを板書に提示し，教室に掲示し、タブレットに配付し,

課題解決のための手立てを示すことで、主体的に学習できた。

●児童が習得した学びを自覚できる評価の観点・評価の仕方を

明確にする必要がある。

●児童自身が学びを実感できる教師の適切な評価や価値付けが

必要である。

（２）単位時間の学習過程について

②本時の付けたい力に迫るための有効な指導方法，指導・援助の工夫



（１）について

◎言語活動を目的とせず、資質・能力が身に付くかどうかの

視点をもって、適切かどうかの吟味をする。

◎教科横断的な視点からの年間指導計画の再検討を行う。

（２）について

◎単元や単位時間に身に付けさせたい資質・能力やそれを

身に付けるために、どのように言葉による見方・考え方を

働かせるのかを教師が具体的にもつ。

◎振り返りの視点を与え、視点に応じた振り返りをさせていく。

■ 今後の授業改善の方向



ご清聴ありがとうございました


